
平成２７年度 がん教育の実施状況調査 
スポーツ健康課（平成２７年２月実施） 

 

質問１ 平成２７年度に配布しました「がんに関する普及啓発（学習活動）リーフレット」

は、どのような時間に配布、活用しましたか。 

 

「がんに関する普及啓発（学習

活動）リーフレット」の配布は、

県内の全ての学校で行われた。 

 校種別の配布、活用時は、「保

健学習」の時間が一番多く、小

学校７８校（43.6％）、中学校

４３校（51.2％）、高等学校１

９校（59.4％）であった。 

 

 

 

 

質問２ 平成２７年度に配布しました「がんに関する普及啓発（学習活動）リーフレット」

をどのように活用しましたか。 

 

「がんに関する普及啓発（学習

活動）リーフレット」は、どの

校種も「教職員が説明して活

用」が半数を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ 「がんに関する普及啓発（学習活動）リーフレット」への意見 

 

【小学校】 

 ・保健学習の時に使いたい。 

 ・がんの体験者の話を掲載してほしい。 

 ・写真やグラフがわかりやすい。 

・教科書では深まらない内容があるので、活用できる。 

 ・年度初めに配布してもらえるとありがたい。 

 

【中学校】 

 ・利用しやすい。 

 ・中学生が見やすい形になっている。 

 ・「なぜ、がん教育なのか」が出てくるとよい。 

 ・生徒の家庭内にがん患者がいることがあり、指導することが難しい。 

資料５－２ 



【高等学校】 

 ・とてもよくまとまっている。 

 ・授業の中で使用したいので、もっと早い時期にほしい。 

 

 

質問４ 保健学習以外でのがん教育の実施状況 

 

【小学校】 

 ・特別活動、学級活動のなかで、生活習慣についての指導。 

 ・体重測定時の保健指導の時間の中で行った。 

 

【中学校】 

 ・保健集会 

 ・薬物乱用防止教育のなかで、禁煙教育としてふれた。 

 

 

 

 

 

学校におけるがん教育について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


